
2006年出上の木簡

橿
原
市
東
坊
城
遺
跡
出
土

の
仏
画

東
坊
城
遺
跡
は
、
橿
原
市
西
部
、
曽
我
川
の
左
岸
に
立
地
す
る
。
主
に
古

墳
時
代
と
中
世
の
遺
構
が
確
認
で
き
、
古
墳
時
代
の
溝
か
ら
は
初
期
須
恵
器

や
鋳
造
鉄
斧

。
鉄
津

・
輔
羽
口
な
ど
の
生
産
関
係
遺
物
の
ほ
か
、
韓
式
上
器

や
機
織
具
部
材
な
ど
が
出
上
し
、
渡
来
系
技
術
者
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
北
に
隣
接
す
る
新
堂
遺
跡
か
ら
も
同
様
の
遺
物
が
出
土
し
て

お
り
、
遺
跡
の
範
囲
は
さ
ら
に
広
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
期
待
さ
れ
た
古
墳
時
代
の
遺
構
の
発
見
は
な
く
、
調

査
区
全
体
が
旧
河
川
や
そ
の
氾
性
層
上
に
立
地
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
現

地
表
面
下
約
二
ｍ
ま
で
は
中
世
以
降
の
氾
濫
に
よ
る
堆
積
層
で
あ
る
。
そ
れ

よ
り
下
層
は
葛
城
川
旧
河
道
と
考
え
ら
れ
、
古
墳
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て

の
土
器
が
出
土
す
る
。
氾
濫
層
の
最
下
層
上
面
か
ら
は
耕
作
に
伴
う
素
掘
り

溝
を
検
出
し
て
お
り
、
中
世
に
は
幾
度
か
の
氾
濫
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
そ
の

都
度
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
、
調
査
区
北
西
部
で

は
、
梅
ま
た
は
桃
と
考
え
ら
れ
る
並
木
を

一
列
分
検
出
し
た
。

現
在
の
葛
城
川
は
、
条
里
制
施
行
後
に
造
成
さ
れ
た
人
工
河
川
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
建
久
二
年

（
一
一
九
こ

当
時
の
様
子
を
描
い
た
と
み
ら
れ
る

磯
野
庄
図

（談
山
神
社
所
蔵
）
が
現
葛
城
川
西
域
に
沿

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

葛
城
川
の
流
路
改
変
は
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う

（秋
山
日
出
雄

「大
和

『飛
鳥
川
』
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
―
―
弘

仁

・
天
長
期
の
大
和
南
部
水
利
政
策
」
〈藤
岡
謙
二

郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編

『歴
史
地
理
研
究
と
都

市
研
究
』
上
、　
一
九
七
八
年
、
大
明
堂
刊
所
収
》
。

今
回
紹
介
す
る
仏
画
は
、
流
路
改
変
以
後
の
氾

濫
層
か
ら
出
土
し
た
。

仏
画
は
頭
部
と
脚
部
、
左
手
を
欠
損
す
る
が
、

右
手
の
第

一
・
二
指
を
結
ぶ
来
迎
印
を
結
ぶ
こ

と
か
ら
阿
弥
陀
如
来
を
描

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

光
背
は
二
重
円
相
で
、
身
光
外
円
は
塁
痕
を
消

失
す
る
が
、
光
背
の
大
き
さ
か
ら
座
像
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
の
周
囲
に
は
蓮
弁
が
描
か

れ
て
お
り
、
阿
弥
陀
来
迎
図
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
仏
画
の
向
か
っ
て
左
側
中
央
部
に
は
釘

孔
が
穿
た
れ
て
お
り
、
何
か
に
打
ち
付
け
ら
れ

た
部
材
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、

用
途
は
不
明
で
あ
る
。

仏
画
の
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
博
物
館
の
鈴
木
喜
博
氏

。
中
島
博

氏

・
谷
口
耕
生
氏
、
帝
塚
山
大
学
の
戸
花
亜
利
州
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。

（橿
原
市
教
育
委
員
会
　
米
国
　
一
・
寛
　
和
也
）




